
　平成28年度は、新たに1基を整備し、平成29年度への繰り越しはなかった。

設置箇所

石巻市湊北地区画整理事業地内（石巻地区）

予算

Ｈ28現年

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ88 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

004-006-002-00629

一般財源

第 4 章

1基

事　業　名 耐震性貯水槽整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

5,700,000

地方債

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、1
基整備した。

40㎥

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことにより、地域住民の安全・安心な生活の確保と消防施設へ
の充実、強化が図られた。

区分

国(県)支出金

2,693,000

消防施設関係費

設置基数 容量

1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )
予
算
科
目

3 目

9 款 消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　災害発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備することにより、地域住民の
安全・安心な生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　現在市内全体の耐震性貯水槽の充足率は90％となっているが、河南地区が68％と全域に比べ低いこと
から、河南地区の整備を進める必要がある。

予算の執行状況
予算額

9,353,000

決算額の財源内訳

決算額

9,318,447 925,447

その他

（単位：円）

予算
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26
Ｈ25繰越 － 2基

80％

Ｈ27
Ｈ26繰越 － 1基

Ｈ28現年

Ｈ26現年 5基 4基

4基 1基

25％
Ｈ27現年 4基 1基

Ｈ28
Ｈ27繰越 － －

25％
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河北地区団新田班

100％
1

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ87 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

Ｈ26現年

桃生地区団小池班 木造平屋建て

Ｈ25繰越

消防費

消防施設関係費

第 4 章
予
算
科
目

3 目

9 款

( 2 )

(  )

004-006-002-00627 事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業

第 6 節1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )
復
興
計
画

(  )

消防費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

1

Ｈ27現年

目標値

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場を新築した。

事業内容

　平成28年度は、新たに2棟を整備した。

100％

Ｈ28 Ｈ28現年

　消防団ポンプ置場を新築することにより、当該地区の消防力の強化及び地域住民の安全で安心して生
活できる環境の確保が図られた。

成果指標
達成率等区分

地方債国(県)支出金

1

－

その他

　平成28年度では、2棟の消防団ポンプ置場の更新を計画し、2棟全ての建築が完了した。今後も同様
に、地域住民が安全に生活できる環境の確保を図るため、老朽化した消防団ポンプ置場を更新計画に基
づき、順次整備を進めていく必要がある。

1

（単位：円）

1

成果に係る評価

事業コード

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地区住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

目的及び事業内容

予算

ポンプ置場名称

有

木造2階建て

2

実績等

予算の執行状況
予算額

40,519,000

決算額の財源内訳

決算額

39,719,160

一般財源

19,16039,700,000

2 100％

Ｈ27

Ｈ26

延床面積

62.10㎡

62.10㎡

詰所

有
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成果指標
達成率等

目標値 実績等

Ｈ28 7台 7台 100％

Ｈ26 7台 7台 100％

Ｈ27 7台

予算の執行状況
予算額

71,108,000

決算額の財源内訳

決算額

71,107,200 7,410,200

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　経年劣化した非常備消防車両を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進し、
地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保を図る。

目的及び事業内容

46,300,000

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成28年度では、消防車両更新計画に基づき、7台の非常備消防車両の更新を進め、7台全ての配備が
完了した。
　今後も同様に、火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全に生活ができる環境の確保を
図るため、経年劣化した非常備消防車両を更新計画に基づき、順次整備していく必要がある。

　消防団車両更新計画に基づき、消防車両7台を整備した。

車種

石巻地区団中埣班

石巻地区団水押班

石巻地区団水明班

河北地区団中島班

予
算
科
目

3 目

9 款 消防費

消防費1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )

地方債国(県)支出金

17,397,000

消防自動車関係費

台数

　非常備消防車両を整備したことにより、消防設備の充実と地域消防力の向上が推進され、当該地域住
民の安全で安心して生活できる環境が促進された。

雄勝地区団大須下班

100％

牡鹿地区団長渡班

配備班

004-006-002-00628 事　業　名 非常備消防自動車整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ88 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

一般財源

第 4 章

7台

区分

河北地区団福地班

2台

3台

2台

消防ポンプ自動車

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ付軽積載車
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　住民と市が協働して土砂災害ハザードマップを作成し、配布した。

1　住民説明会の実施

　(1)地区代表者への説明（事業概要及び作成要領の説明、マップ案の提示）

　(2)地区住民への説明（事業概要の説明、マップ案の提示、意見聴収等）

　(3)地区代表者と校正確認

2　平成28年度土砂災害ハザードマップ作成地区

　(1)石巻地区：警戒区域6箇所

　(2)河北地区：警戒区域45箇所

　(3)河南地区：警戒区域1箇所

予算の執行状況
予算額

1,000,000

決算額の財源内訳

決算額

767,624 767,624

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　住民に対して、土砂災害警戒区域を周知するとともに、避難体制の充実強化を図るため、住民と市が
協働して土砂災害ハザードマップを作成する。
  また、警戒体制に不可欠な情報を共有し、円滑な避難につなげる。

目的及び事業内容

一般財源

26.0％

73.3％77

　宮城県が平成34年度までに土砂災害警戒区域を毎年指定していくため、県の指定と連動して、今後も
継続して土砂災害ハザードマップを作成していく必要がある。

区分

Ｈ18～Ｈ26

Ｐ88

Ｈ27 30 25

予
算
科
目

5 目

9 款

実施計画
掲載ページ

達成率
警戒区域指定数 作成済警戒区域数

1 項

総
合
計
画

災害対策費

(  )

成　　　　果

取　組　実　績

消防費

消防費 (  )

地方債国(県)支出金

危機対策費

成果指標

52 65.0％

中　事　業

004-006-003-01129 事　業　名 ハザードマップ（土砂災害）作成事業

第 6 節

( 3 ) (  )

第 4 章
安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

105計

Ｈ28 9

安全・安心な暮らしを
確保する

復
興
計
画

- -

　土砂災害ハザードマップの作成により、住民を円滑な避難行動へ促すための警戒避難体制が周知さ
れ、住民の防災意識の高揚が図られた。
　平成28年度は、前年度までに指定された区域も含めてハザードマップを作成した。

66
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

款 消防費
総
合
計
画

第  章
復
興
計
画

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 2 ) 情報伝達手段の整備

事業コード 001-102-001-00910 事　業　名 防災行政無線屋外子局整備事業〔復興交付金〕

6 目 東日本大震災関係費 (  )

予
算
科
目

9

1 項 消防費 第  節 ( 1 ) 新たな防災体制の構築

目的及び事業内容

　平成30年度までに、100基の防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、新市街地を中心に
防災行政無線の難聴区域の解消を図る。

取　組　実　績

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施した。

【設置箇所一覧】

貞山五丁目3-2

大瓜字井内70-3地先

市立山下中学校

実施計画
掲載ページ

Ｐ132 中　事　業 防災行政無線屋外子局整備事業費

魚町二丁目30魚町二丁目県漁港施設道路（大興水産株式会社前）

中里五丁目7-1市立中里小学校

設 置 箇 所

前谷地字沖西226-1

鹿又字梅木屋敷96

須江字沢田前3-1

河南定川農村公園

桃浦字台1-7

門脇字青葉西57

前谷地字根方山5-5

市道桃浦団地1号線

県立石巻高等技術専門校

須江農村定住センター

十八成浜清崎山1-61

わかば三丁目4

雄勝町上雄勝二丁目46復興まちづくり情報交流館雄勝館

広渕字柏木前1-1

門脇字元捨喰5-1地先

蛇田字新沼田393

仮設蛇田北部第二団地（蛇田北部第2公園）

河南消防団第5分団第3部柏木班・消防ポンプ車庫前

二級河川定川水系北北上運河敷地内

成　　　　果

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、難聴区域の解消が図られた。

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26 30本 17本 56.7％

Ｈ27 20本 20本 100％

Ｈ28 20本 20本 100％

成果に係る評価

　本事業において、平成29年度には20基の子局整備が見込まれ、難聴地区の解消が進んでいる。
  ただし、依然難聴地区が残存しているため、今後も復興事業の進捗状況に合わせて、防災行政無線屋
外子局整備事業を継続する。
  また、平成26年度に建柱の計画を立てたものの、区画整理事業の進捗状況により建柱を見合わせた13
基の子局については、平成30年度に対応する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

75,135,000 75,131,388 60,104,000 15,027,388

渡波字新沼324

蛇田字新立野154

蛇田字西道下161-3

羽黒町一丁目1-2

石巻市新渡波地区被災市街地復興土地区画整理事業・新渡波地区3号公園

石巻市新蛇田地区被災市街地復興土地区画整理事業・新蛇田地区1号公園

石巻市あけぼの北地区被災市街地復興土地区画整理事業・あけぼの北地区緑地

労働会館・駐車場

石巻市新蛇田地区被災市街地復興土地区画整理事業・新蛇田地区3号公園

牡鹿保健福祉センター付近・市有地

施　設　等

根方老人憩の家

梅木ふれあいセンター

井内排水ポンプ場
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円

円

円

円

円

　
8

※ 自主防災組織率

66.1％（自主防災組織数224組織／自治会等組織数339組織）

補助金種別

防災資機材購入費補助金

防災倉庫設置費補助金

食糧備蓄購入費補助金

防災訓練費補助金

交付件数

8件

7件

合格者数

56人

委託料

2,393,920円

13件

62件

1,876,000

1,089,000

受講者数

56人

Ｈ28 100組織 90組織 90.0％

補助金交付組織数

区分
成果指標

達成率
目標値

復
興
計
画

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

( 3 )

( 1 )

地域防災力向上対策費

一般財源

（単位：円）

自主防災組織機能強化事業〔復興基金〕

　「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、自主防災組織が行う活動に対して補助を
行っており、各自主防災組織に積極的な補助金の活用を促すよう、食糧備蓄を分割や追加、補充の購入
ができるよう等、要綱の一部を改正した。
　また、8月に石巻市防災士養成研修講座を開催し、新たに56名の防災士が誕生した。

中　事　業

実績等

補助金額

835,000

防災対策の見直し

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

第  章

補助実績

001-103-003-00296

第  節

Ｐ133

合計 90件

(  )

予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費1 項

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　補助金利用率については、平成28年度に食糧備蓄を分割や追加、補充の購入ができるよう等、要網の
一部改正を行い、若干上向いたものの、まだまだ利用率が低い。自主防災組織に活用してもらうため、
補助金のPR等を実施する必要がある。

防災士養成研修講座実績

　延べ90組織の自主防災組織に対して補助金を交付し、組織の機能強化、地域の防災力の向上に寄与す
ることができた。

事　業　名

1,535,000

石巻市遊楽館

会場

7,728,920

成果に係る評価

事業コード

　自主防災組織を組織していない町内会等に組織化を促すとともに、既存の自主防災組織を強化するた
め、防災資機材等の補助金を交付し、自主防災組織の活動の支援、地域における防災力の向上､防災意
識の高揚を図る。
　また、地域の防災リーダーの育成を目的に、石巻市防災士養成研修講座を開講し、防災士の資格取得
を促進する。

目的及び事業内容

地方債国(県)支出金

平成28年8月27日（土）～28日
（日）

実施日

5,335,000

予算の執行状況
予算額

18,154,000

決算額の財源内訳

決算額

7,728,920

その他

- 283 -



※

Ｈ28

石巻市災害時備蓄計画（平成28年度から平成31年度までの4ヶ年計画）に基づき、非常用食糧、
飲料水の更新分を計画配備する。

成果に係る評価

決算額の財源内訳

9,944,605

13,400食 100％

その他

（単位：円）

13,400食

非常用飲料水 444Ｌ
住吉幼稚園、稲井幼稚園、河北幼稚園、
桃生幼稚園

予算の執行状況
予算額

13,170,000

非常用食糧

大門崎公園

備考

432食

目的及び事業内容

9,944,605

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成27年度に石巻市災害時備蓄計画に基づき、指定避難所等に備蓄品を配備し、平成28年度に復興公
営住宅を含む津波避難ビルや津波避難タワー等を盛り込み、石巻市災害時備蓄計画を改定した。計画に
基づき、避難者に対し備蓄品が支給できる体制を維持している。

備蓄物品

中　事　業

非常用飲料水

達成率

予
算
科
目

6 目

9 款

事業コード

1

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

( 1 )

地方債国(県)支出金

地域防災力向上対策費

数量

13,400食

一般財源

決算額

第  節

(  )

消防費

消防費項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

第  章

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、災害用備蓄用品を計画的に配備するもの。

13,400Ｌ

粉ミルク

001-101-002-00284 事　業　名 災害用備蓄配備事業〔復興基金〕

500箱

石巻市立保育所分

防災施設の整備

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、非常用食糧及び非常用飲料水を指定避難所等25箇所へ配備した。
　また、本庁及び各総合支所に粉ミルクを配備した。

指定避難所等に配備した主な物資及び数量

3,552Ｌ

非常用食糧 3,552食

非常用飲料水

非常用食糧

渡波中学校、雄勝町立浜仮設住宅一式

ランタン 80個 渡波中学校、雄勝町立浜仮設住宅

Ｐ131

備考

備品購入

備蓄物品 数量

　石巻市災害時備蓄計画に基づき災害用備蓄用品を配備することにより、災害時に各家庭から非常用持
出品を持参できなかった避難者に対し備蓄品を支給できるようになり、避難所開設時における初期運営
の円滑化と、長期化した際の避難生活の安定が図られた。

非常用食糧の配備状況

区分

年次計画に基づき配備

目標値 実績等

災害備蓄品用倉庫 1棟

防災資機材

成果指標
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　ＦＭ放送中継局を新規で設置するとともに、既設の中継局アンテナの改修を行った。

1　新規設置中継局

(1)桃生中継局

ア　所在地　桃生町城内字東嶺164　桃生総合センター敷地内

イ　施工内容　鉄塔、局舎の新設

(2)渡波中継局

ア　所在地　大宮町3-15　大宮町津波避難タワー

イ　施工内容　ＦＭ受信アンテナの新設、タワー内部への機器設置

(3)稲井中継局

ア　所在地　大瓜字鷲ノ巣45-1地先

イ　施工内容　鉄塔、局舎の新設

2　既設中継局改修

(1)硯上山中継局

ア　所在地　雄勝町雄勝字原37-6

イ　施工内容　分配器の交換、その他アンテナ調整

(2)欠山中継局

ア　所在地　須江字糠塚3-3　河南東中学校敷地内

イ　施工内容　分配器の交換、その他アンテナ調整

　ＦＭ放送中継局の新設と既設中継局の改修により、下記の改善が図られた。

・桃生地区のＦＭ電波受信状況改善

・渡波地区のＦＭ電波受信状況改善

・稲井地区のＦＭ電波受信状況改善

・硯上山中継局アンテナ方向調整により、桃生中継局との電波干渉解消

・欠山中継局のアンテナ方向調整により、飯野川地区の電波受信状況改善

予算の執行状況
予算額

80,930,200

決算額の財源内訳

決算額

80,929,800 16,186,800

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　防災ラジオの可聴範囲を拡大するため、難聴地区の残る桃生地区、河北地区、稲井地区、渡波地区等
での電波伝搬状況を改善するべく、ＦＭ放送中継局の設置及びアンテナ調整を行う。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

取　組　実　績

　市内の広範囲において、ＦＭ難聴が改善され、防災ラジオによる情報収集が可能となった。
　今後も、地域の実情を踏まえながらＦＭ難聴対策を進める必要がある。

成　　　　果

予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

64,743,000

地方債国(県)支出金

地域防災力向上対策費

001-102-001-00290 事　業　名 ＦＭ放送中継局設置事業　〔復興交付金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 2 )

Ｐ132 中　事　業

一般財源

第  章

情報伝達手段の整備
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002-402-001-00854 事　業　名 消防署所再編整備事業（石巻東消防署）　〔復興基金〕

第  節

復
興
計
画

( 4 )

( 2 )

第  章

5　配置車両：消防ポンプ自動車　1台

　石巻東消防署の消防救急態勢が整備され、同地区の消防救急拠点としての消防力が増強された。

　石巻東消防署の整備に伴い、湊・渡波地区における災害対応はもちろんのこと、半島部を含めた市内
東部地区全体において能率的かつ効果的な消防力の保持が図られた。
　消防隊・救助隊・救急隊の同時出動による防ぎょ活動が可能になったことから、迅速な災害対応と火
災において早期の鎮圧が可能となった。

87,586,080

一般財源地方債

Ｐ176 中　事　業

　　　　　　 指揮車　1台

(  )

　　　　　　 訓練塔Ａ　ＲＣ造一部鉄骨造3階建て　延床面積190.41㎡

消防施設等の復旧・再
編

4　配置人員：33人

市民の不安を解消し、これ
までの暮らしを取り戻す

各種公共施設の復旧と
復興

1
5

項

総
合
計
画

東日本大震災関係費
その他公用施設災害復旧費

( 2 )
予
算
科
目 6

2
目

9
11

款
消防費
災害復旧費
消防費
その他公共施設・公共施設災
害復旧費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成28年7月7日に建設工事が完了し、石巻消防署湊出張所、渡波出張所の再編統合施設として平成28
年9月1日に開署した。

2　敷地面積：5325.47㎡

　　　　　　 水槽付消防ポンプ自動車　1台

　　　　　　 救急自動車　1台

（仮称）石巻東消防署建設事業費
消防施設等災害復旧費

1　所在地：　石巻市さくら町一丁目7番地

3　建物：　　消防庁舎　ＲＣ造2階建て　延床面積1098.50㎡

事業コード

　津波により被災し仮復旧していた石巻消防署湊出張所、渡波出張所を統合し、新渡波西地区画整理地
内に石巻東消防署を建設する。
　旧北上川に架かる橋の損傷などにより、消防力が分断された場合においても、湊・渡波地区における
総合的な消防力を維持する。目的及び事業内容

国(県)支出金

130,064,000

　　　　　　 訓練塔Ｂ　ＲＣ造一部鉄骨造5階建て　延床面積225.31㎡

　　　　　　 広報連絡車　1台

501,577,258

成果に係る評価

予算の執行状況
予算額

605,284,000

決算額の財源内訳

決算額

その他

（単位：円）

54,227,178229,700,000
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1　避難のみちサイン実施計画

　(1)実施エリアや実施内容の調査

　(2)サインデザインの検討

　(3)基本配置図の作成

2　にぎわいのみちサイン及び記憶の道サインの検討

3　防災サイン整備マニュアルの作成

1　避難のみちサイン設置マニュアル

　(1)配置計画：配置の考え方、ピクトグラム（図記号）使用の優先順位、配置イメージ

　(2)本体計画：本体デザイン、色彩の考え方、夜間の暗闇対策について

　(3)表示計画：ピクトグラム、表示デザイン

2　にぎわいのみち、記憶のみち業務提案書

3　資料編作成

21,355,920 21,355,920 17,084,000 4,271,920

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　防災サインのデザインや設置の方針をまとめた「石巻市防災サイン実施計画」に基づき、平成29年度
は、地域の実情に合わせた防災サインの設置数量や配置を特定する防災サイン設置カルテ作成業務を実
施し、その結果を基に、平成30年度～平成31年度で防災サインを設置する。

　「石巻市防災サイン実施計画」の策定により、効果を最大限に発揮するための防災サインのデザイン
や設置の方針が示され、今後の防災サイン設置に向けた事業の推進が図られた。

目的及び事業内容

　災害発生時に、避難者を安全に避難場所等へ誘導する防災サインを設置するため、デザインや設置の
方針をまとめた「石巻市防災サイン計画」を策定し、防災サインを設置する。

取　組　実　績

成　　　　果

　平成26年度に「石巻市防災サイン基本計画」として防災サインの基本的な考え方をまとめ、これに基
づき、平成27年度に「石巻市防災サイン整備試行実験」を実施し、防災サインの実効性について検証し
た。
　この結果を踏まえて、平成28年度に「石巻市防災サイン実施計画」として防災サインのデザイン、設
置の方針等をまとめ、計画の具現化方策を検討した。

実施計画
掲載ページ

Ｐ133 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-103-004-00298 事　業　名 誘導表示板設置事業 〔復興交付金〕

復
興
計
画

1 項 消防費 第  節 ( 1 ) 新たな防災体制の構築

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 3 ) 防災対策の見直し

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 目 東日本大震災関係費 (  )
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